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��月月

新しい家族を迎えるために、そして夫婦で一緒に新しい生命を育
てるための勉強会「両親学級」が３月１２日（土）、当院外来棟検診室
で開催され、胎動を感じる頃の妊娠２０週以後の方とそのご家族が参
加しました。参加者の皆さんは、新しい家族を迎える前に、家族の
あり方、夫婦のあり方を考える、よいきっかけになったようでした。
（平成１７年度の開催予定は、４ページをご覧ください。）

新しい生命を育てるために
「両親学級」
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病
院
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃
棄
物
は
、
大

き
く
分
け
て
、

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
さ
ら
に
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
（
感
染
性

廃
棄
物
）
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

一
般
廃
棄
物
は
、ご
家
庭
で
出
る
よ
う
な
、

紙
、生
ご
み
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、

通
常
の
焼
却
炉
で
処
分
で
き
る
も
の
で

す
。
こ
れ
ら
は
、
患
者
様
や
付
き
添
い
の

方
、
事
務
の
仕
事
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

産
業
廃
棄
物
は
、
お
む
つ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
、
薬
び
ん
、
金
属
く
ず
な
ど
で
、
主

に
医
療
行
為
に
よ
り
排
出
さ
れ
ま
す
。

感
染
の
恐
れ
の
あ
る
廃
棄
物
（
感
染
性
廃

棄
物
）
は
、
院
内
か
ら
血
液
や
体
液
な
ど

が
付
着
し
た
状
態
で
排
出
さ
れ
る
も
の

や
、
そ
の
恐
れ
の
あ
る
も
の
で
、
注
射
針
、

メ
ス
、
点
滴
セ
ッ
ト
、
ア
ン
プ
ル
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

掛
川
市
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら
ご
み

１３

の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
向
け
、

新
分
別
収
集
が
開
始
と
な
り
ご
家
庭
で
も

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
ご
み
の
分
別
が

徹
底
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

病
院
で
も
毎
日
た
く
さ
ん
の
廃
棄
物
が

排
出
さ
れ
て
お
り
、
職
員
一
同
、
廃
棄
物

の
適
正
処
理
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

当
院
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃
棄
物
は
、
表
の

『
掛
川
市
立
総
合
病
院
廃
棄
物
処
理
フ

ロ
ー
』
の
と
お
り
分
別
回
収
さ
れ
、
専
門

業
者
に
よ
り
収
集
・
運
搬
・
処
理
さ
れ
て

い
ま
す
。

感
染
の
恐
れ
の
な
い
可
燃
物
は
、
ご
家
庭

と
同
じ
よ
う
に
、
紙
製
ご
み
収
集
袋
を
使

用
し
て
い
ま
す
。
収
集
袋
は
、
ご
み
置
き

場
に
集
め
ら
れ
収
集
運
搬
業
者
に
よ
り
焼

却
場
ま
で
運
ば
れ
処
分
さ
れ
ま
す

不
燃
性
の
産
業
廃
棄
物
は
、
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
、
び
ん
類
、
金
属
類
、
電
池
等

に
分
け
て
、
専
門
業
者
に
よ
り
処
分
や
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

病
院
の
中
で
特
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
が
「
感
染
性
廃
棄
物
」
で

す
。
感
染
性
廃
棄
物
は
、
形
状
等
に
よ
り

そ
れ
ぞ
れ
、感
染
性
廃
棄
物
の
マ
ー
ク（
バ

イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ー
ク
）
の
つ
い
た

��
�
�
�
�
�
�
�
�

（
鋭
利
な
も
の
や
、泥
状
の
も
の
な
ど
）

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

（
鋭
利
で
な
い
も
の
、
ダ
イ
ア
ラ
イ

ザ
ー
や
使
い
捨
て
の
手
袋
な
ど
）

に
分
別
し
て
入
れ
、
職
員
や
収
集
業
者
が

��������	
����������

��������	
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��������	
�����������

��������	
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バイオハザードマーク
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右
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
当
院
の
廃
棄

物
処
理
費
用
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
廃
棄
物
の
量
が
増
え

た
と
言
う
だ
け
で
な
く
、
近
年
の
不
法
投

棄
等
に
よ
り
、法
的
規
制
が
厳
し
く
な
り
、

今
ま
で
普
通
の
産
業
廃
棄
物
で
あ
っ
た
も

の
が
感
染
性
と
さ
れ
、
処
理
費
用
の
高
い

感
染
性
廃
棄
物
の
割
合
が
増
え
た
こ
と
も

原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
廃
棄
物
の
分
別
に
は
、
特
に
来
院

さ
れ
る
み
な
さ
ん
の
協
力
が
必
要
不
可
欠

と
な
り
ま
す
。
外
来
各
所
や
病
棟
デ
イ

ル
ー
ム
な
ど
、院
内
に
あ
る
ご
み
箱
に
は
、

「
燃
え
る
ご
み
」「
燃
え
な
い
ご
み
」「
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
」等
の
表
示
が
し
て
あ
り
ま
す
。

ご
家
庭
で
の
分
別
と
同
じ
よ
う
に
、
紙

類
は
極
力
古
紙
回
収
へ
回
し
て
い
た
だ

き
、
ま
た
容
器
包
装
も
リ
サ
イ
ク
ル
へ
お

願
い
し
ま
す
。

缶
・
び
ん
は
、
燃
え
な
い
ご
み
と
し
な

い
で
、
ご
面
倒
で
も
空
き
缶
・
び
ん
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
専
用
の
容
器
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。
専
用
の
容
器
は
、
自
動
販
売
機
の
と

こ
ろ
、
各
病
棟
の
ご
み
集
積
所
等
に
設
置

し
て
あ
り
ま
す
。

廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
は
、
コ
ス
ト
削

減
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
院
内
の
環
境

を
清
潔
に
保
ち
、院
内
感
染
を
防
ぐ
た
め
、

と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

も
し
、
ご
み
の
捨
て
方
で
わ
か
ら
な
い

こ
と
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
近
く
の

病
院
職
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

年度�
12 13 14 15 16

処理費用(百万円）�

25�

20�

15�

10�

5�

0

ル
等
は
、
資
源
物
と
し
て
分
別
、
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
紙
類
の
分
別
は
病
院
内
の
各
部

署
で
工
夫
さ
れ
て
お
り
、「
紙
コ
ッ
プ
」
や

「
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
」
ま
で
も
古
紙
の
回

収
に
回
せ
な
い
か
試
み
ら
れ
、
ご
み
の
減

量
に
努
め
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
廃
棄
物
が
排
出
さ
れ

ま
す
が
、
大
別
す
る
と
以
上
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

掛川市立総合病院廃棄物処理フロー� 平成16年10月15日現在�

注射針､翼状針､メス､注射針のついたディスポ�
注射器、その他血液等の付着した鋭利なもの�

点滴ライン､スピッツ､シャーレ､アンプル､�
ガラス類、ガラス注射器の破損したもの、試験管�

臓器、組織�

透析チューブ､ダイアライザー､蓄尿袋、�
抗がん剤・血液等が付着したディスポ注射器､�
プラスチック針、すべてのディスポ手袋、�
手術衣･脱脂綿･ガーゼ類･繊維類�

血液、汚染物�

紙おむつ（感染性疑いがあるもの）�
※感染症法の分類による、感染症ごとの取り扱いに従う�

紙くず、紙製品、生ゴミ類、脱脂綿、�
ガーゼ類、繊維類�

血液等が付着していないビニール類、�
プラスティック類、スチロール類�

紙おむつ�
（感染性の疑いのあるものを除く）�

点滴びん、消毒液空びん、バイアルびん�

金属類�

資源ゴミ（新聞紙･雑誌･段ボール、清涼飲料缶･�
びん･ペットボトル･シュレッター紙）�

資源ゴミ（プラスチック製の容器包装）�

体温計、乾電池（ボタン･リチウム）､�
ジェネレーター蛍光灯�

キシレン，廃酸、廃アルカリ�

骨、歯�

感
染
性
廃
棄
物�

専
門
業
者
へ
委
託�
焼
却
場�

専
門
業
者
へ
委
託�

非
感
染
性
廃
棄
物

�

1 感染性廃棄物専用�
ポリ容器�
（50リットル・20リットル）�
※バイオハザードマーク表示容器�

2 感染性廃棄物専用�
ダンボール容器�
（透明ビニール袋＋ダンボール）�
※バイオハザードマーク表示容器�

3 事業系燃やすごみ指定袋�
又は、燃やすごみ指定袋�

設定箇所（トイレ、排水口）�

院内�
合併処理�

患者家族�

4 透明ビニール袋�
（黄色ボックス＋透明ビニール袋）�

透明ビニール袋�5

透明ビニール袋�6

透明ビニール袋�7

青色のあみ袋�9

それぞれ分別する�10

8 紙類は結束、缶・びん類は�
所定容器�

回収�

回収�

回収�

回収�

段ボール箱で回収�

青色ビニール（小さい足踏みペダルゴミ箱）�2’�

回収�

回収�

回収�

回収�

回収�

（外来のみ）�

汚
染
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
完
全

に
密
封
し
た
状
態
で
、
屋
外
に
あ
る
医
療

廃
棄
物
保
管
庫
に
集
め
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
を
週
１
回
程
度
、
許
可
を
受
け
た

専
門
業
者
が
運
搬
し
、
豊
橋
市
に
あ
る
処

分
場
で
焼
却
さ
れ
、
灰
は
管
理
型
最
終
処

分
場
に
埋
め
立
て
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
聞
紙
・
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
く
ず
、

な
ど
の
古
紙
、
缶
・
び
ん
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
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健康のひろば（４月号）
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��� 掛川市立総合病院外来棟　検診室
��� 胎動を感じる頃の妊娠20週以後の

方とそのご家族
��� 資料代200円（おやつ付）
��� 掛川市立総合病院助産師
�� 　��  要予約
 掛川市立総合病院　� 22�6211
 3階西病棟（内線531）
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募集�募集�

�����������●腎 ●臓 ●病 ●教 ●室  ������������

●午後�時��分から�時��分

� � � �
�月��日（土）�月��日（土）
�月��日（土）�月����日（土）
��月��日（土）�月��日（土）
��月��日（土）��月��日（土）
�月��日（土）�月��日（土）

�月��日（土）

平
成　

年
度

１７

募集�募集�

平
成　

年
度

１７
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  「構造と機能」 ：医師
 「検査値」 ：検査技師
 「福祉制度」 ：ケースワーカー
 

  「食事療法の基本」 ：栄養士
 「調理の実際」 ：栄養士
 

  「生活指導と自己管理」 ：看護師
 「薬の話」 ：薬剤師
 

  「血液透析見学」 ：看護師
 「腹膜透析」 ：看護師
 

  「治療方法・生活様式」 ：医師
 「質問と相談」 ：スタッフ

月

火

水

木

金

����������●腎 ●臓 ●病 ●調 ●理 ●実 ●習 ����������

� � �

��月��日（日）

午前��時から午後�時

��月��日（日）

午前��時から午後�時

� � �
��日（月）～��日（金）�月 午後�時から�時

��日（月）～��日（金）�月 午後�時から�時

��日（月）～��日（金）�月 午後�時から�時

��日（月）～��日（金）�月 午後�時から�時

��日（月）～��日（金）�月 午後�時から�時

��日（月）～��日（金）�月 午後�時から�時

��日（月）～��日（金）��月 午後�時から�時

��日（月）～��日（金）��月 午後�時から�時

��日（月）～��日（金）��月 午後�時から�時

��日（月）～��日（金）�月 午後�時から�時

��日（月）～��日（金）�月 午後�時から�時

��日（月）～��日（金）�月 午後�時から�時

��� 徳育保健センター　食育の部屋
��� 材料費 500円
�� 　��  要予約
 掛川市立総合病院　� 22�6211
 栄養管理室（内線270）

��� 掛川市立総合病院
 サロン1階　教官室
��� 無料
�� 　��  要予約
 掛川市立総合病院　� 22�6211
 内科外来（内線301）、
 5階東病棟（内線553）

�����

�
�
�
�
�
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�
�
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�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

��
��
��
��



健康のひろば（４月号）

5

CDE勉強会は、医院・病院等に勤務するコメディカルスタッフを対
象に、平成14年7月に発足した小笠CDE（糖尿病療養指
導士）会が開催する勉強会です。平成17年度は4年目を
迎え開催予定は次のとおりです。糖尿病患者指導のレベル
アップ、院内外の病診連携のために、ぜひご参加ください。

募集�募集�

講師：医師糖尿病の基礎知識　4月16日（土）第1回
講師：医師総合的事例検討　5月21日（土）第2回
講師：管理栄養士食事療法の講義と事例紹介　6月18日（土）第3回
講師：医師糖尿病の合併症（1） ほか7月23日（土）第4回
講師：薬剤師薬物療法と事例紹介　9月10日（土）第5回
講師：医師糖尿病の合併症（2） ほか10月15日（土）第6回
講師：理学療法士運動療法と事例紹介11月19日（土）第7回
講師：臨床検査技師SMBGについて12月17日（土）第8回
講師：医師糖尿病のトピックス1月21日（土）第9回
講師：看護師生活指導と事例紹介　2月18日（土）第10回

総合テスト　3月18日（土）第11回

午後2時から4時と　き

ところ
対　象
参加料
申・問

掛川市立総合病院１階サロン講義室
掛川市内及び旧小笠郡内のコメディカルスタッフ
無料　但し、テキストについては各自ご用意ください
小笠CDE会　幹事代表　榛村通江
掛川市立総合病院�階西病棟看護師長
��������・内線���

����������	
�

��������	
��

����������	


��������	
�

��������	
��

�����

� ４月１３日（水）
 午後６時３０分から８時
 テーマ：C型慢性肝炎って
 　　　　こんな病気！
� 掛川市立総合病院１階　サロン講義室
� 肝臓病に関心のある方、
����肝臓病でお悩みの方とそのご家族
� 無料
� 総合診療科　 柳正弘医師
 他、薬剤師・栄養士・看護師
 掛川市立総合病院 ���������
 消化器科外来　（内線���）
申込不要。筆記用具を持参の上、直接
会場へお越しください。

と　き

ところ
対　象

参加料
講　師

問

募集�募集������

◇
医　

師
（
２
／　

付
）

２８

彦
谷
明
子　

眼
科
医
員

◇
非
常
勤
医
療
補
助
（
２
／　

付
）

２８

守
屋
節
子　

５
階
西

■
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

�

�

�

�

■
お
願
い
し
ま
す

�

�

�

�

◇
研
修
医
（
３
／
１
付
）

眼　科

���� �
�
�
�

����������� ������������

���������� ����������

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�

地
域
連
携
だ
よ
り�

No.8

介
護
保
険
関
係
事
業
者
か
ら
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
利
用
者（
患
者
様
）が
「
入
院
し

ま
し
た
」
と
い
う
連
絡
を
地
域
連
携
室
で

受
け
る
と
、
病
室
を
訪
問
し
て
患
者
様
の

状
態
を
お
聞
き
し
、
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
や
施
設
と
連
携
を
取
り
、
患
者
様

ひ
と
り
一
人
の
退
院
後
の
生
活
を
ど
の
よ

う
に
支
え
て
い
く
か
、
医
療
・
看
護
の
情

報
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
に
つ
な
が
る
よ
う

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

場
合
に
よ
っ
て
は
ご
家
族
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
出
席

し
て
頂
き
病
棟
看
護
師
、
担
当
医
師
を
交

え
介
護
の
方
針
な
ど
を
話
し
合
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�	


�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

病
室
へ
の
訪
問
に
よ
る
介
護
支
援

患
者
様
が
退
院
後
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
に
あ
た
り
、
診
療
情
報
提
供
書
や

看
護
サ
マ
リ
ー
な
ど
が
必
要
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
病
院
が
患
者
様
の
個
人
情

報
を
事
業
所
や
施
設
等
に
提
供
す
る
に

は
、
患
者
様
（
ご
家
族
）
の
同
意
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
診
療
情
報
提
供
書
を
申
請

す
る
際
に
併
せ
て
、
同
意
書
の
提
出
も
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。

支
援
体
制
が
整
え
ば
、
介
護
さ
れ
る
か

た
も
介
護
す
る
か
た
も
安
心
し
て
在
宅
へ

退
院
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

外
来
通
院
さ
れ
て
い
る
か
た
も
、
介
護
に

つ
い
て
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
地

域
連
携
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

診
療
情
報
等
の
提
供
へ
の
同
意

介
護
に
関
す
る
相
談
は
地
域
連
携
室
へ
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病
院
の
概
況　
２２２２２２２２２２２２２２２２
月月月月月月月月月月月月月月月月
２
月

健
康
の
ひ
ろ
ば 　
号　
　

・
４
・
１
発
行

２５３

１７

〒
四
三
六
�
八
五
〇
二　

掛
川
市
杉
谷
七
二
一  
�（
〇
五
三
七
）二
二
�
六
二
一
一

掛
川
市
立
総
合
病
院　
 
F
A
X（
〇
五
三
七
）二
四
�
二
五
三
九

健康のひろば（４月号）

■各科外来担当医師一覧表（４月予定）■
★受付時間　新患の方……午前８時１５分～１１時００分　　再診の方……午前７時３０分～１１時００分
★診療時間　　　　　……午前８時３０分～　※緊急手術や、学会等への出席のため、担当医師の変更や休診する場合があります。

4月の「腎臓病教室」
��������������������������
��������	
����������
��������������	
�

お　知　ら　せ金木水火月診　療　科
●�若井◯特 は「睡眠時無呼吸い
びき」の特殊外来のみ：午前
●�◯新 は長岡（循環器科）が担当
●血液内科の診療は午前１０時～
●各診療時間及び木曜日の新患
については、ご確認ください。

石　 津◯新 
八　 島◯腎 
茶　 谷◯糖 
山　 本◯腎 
福　 山◯糖 

　舘　 ◯新 
藤　 田◯腎 
茶　 谷◯糖 
山　 本◯腎 
五　 島◯総 
若　 井◯神 

福　 山◯新 
八　 島◯腎 
茶　 谷◯糖 
五　 島◯総 
渡　 邉◯糖 
中　 村◯血 

　　　　
八　 島◯新 
福　 山◯糖 
茶　 谷◯糖 
山　 本◯腎 

若　 井◯特  

長　 岡◯新 
藤　 田◯腎 
福　 山◯糖 
五　 島◯総 

若　 井◯神 

１
２
３
５
６
７
１２

内 科

鮫　 島
　 舘　

�　 柳◯総 
石 津

鮫　 島�　 柳◯総 
　 舘　

石　 津８
１０消 化 器 科

樋 口岡 本樋 口岡 本１１呼 吸 器 科
●ペースメーカークリニックは
火・金曜日午後

●◯新 は新患のみ
長 岡交代制◯新 佐 々 木交代制◯新 吉 田循 環 器 科

●（　）内専門外来（午前中）を
併設しています

●羽藤（木）乳腺・内分泌科は午
前１０時３０分～12時

羽　 藤
（呼吸器・血管）
坪 井

神 谷
（大腸・肛門）

中 村
（消化器）
伊 藤
（消化器・小児）
羽 藤
（乳腺・内分泌）

坪 井

神　 谷
（肝胆膵・小児）

伊 藤
（消化器・小児）
社 本

神 谷
（総　合）
中 村
（消化器）
羽 藤
（呼吸器・血管）

１

２

３

外 科

●形成外科は第２・４金曜日
午後１時３０分～（要予約）

中 村

磯 部
須 川

中 村
須 川

（股関節健診）
柴 田
磯 部

中 村
柴 田

１
２
３

整 形 外 科

金 山加 藤
鈴 木

鈴 木
加 藤

加 藤
鈴 木

鈴 木
加 藤産婦人科

●腎外来は第４水曜日
●午後は予約患者のみ
●循環器外来は第３木曜日

月 舘

倉 橋
久 保 田久 保 田

月 舘

夏 目
久 保 田
廣 瀬

１
２
３

小 児 科

白 �
齋 藤

白 �
齋 藤

白 �
齋 藤

白 �
齋 藤

白 �
齋 藤

１
２眼 科

大 野小出・大沢小出・大沢小 出大 野脳神経外科
●月・木曜日の午後は小～
　高校生のみ診察（予約制）

竹 山
杉 山

竹 山
杉 山

竹 山
杉 山

竹 山
杉 山

竹 山
杉 山

１
２耳鼻咽喉科

●性機能障害外来は
　月曜日午後２時～４時 （要予約）

柚 原
石 田

蟹 本
柚 原

柚 原
蟹 本

石 田蟹 本
石 田

１
２泌 尿 器 科

川 崎鈴 木鈴 木川 崎鈴 木皮 膚 科
林

猟 山
林

猟 山
林

猟 山
林

猟 山
林

猟 山
１
２歯科口腔外科

沼 野沼 野沼 野沼 野CAPD外来
柚 木
内 山

柚 木
内 山

柚 木
内 山

柚 木
内 山

柚 木
内 山麻 酔 科

［専門別記号］
◯総 －総合診療　　　
 ◯新 －新患　　　　　 
◯腎 －腎臓・膠原病　
◯糖 －糖尿・代謝　　
◯神 －神経　◯血 －血液

●入院患者さんへの面会時間　午後２時～午後７時

あ と が き

一
年
間
、
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
！

二
ヶ
月
合
併
号
を
出
す
こ

と
も
な
く
、
こ
の
「
健
康
の

ひ
ろ
ば
」
を
な
ん
と
か
１
年

間
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

こ
れ
と
い
う
の
も
、
ひ
と

え
に
原
稿
を
頂
い
た
皆
様
の

ご
協
力
、
そ
し
て
お
読
み
頂

い
て
お
り
ま
す
皆
様
の
お
か

げ
で
あ
り
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
私
の
根
性

は
、
あ
と
一
年
も
つ
か
ど
う

か
…
。
そ
ん
な
こ
と
を
思
い

続
け
て
い
る
今
日
こ
の
頃
。

で
も
皆
様
、
も
う
し
ば
ら

く
は
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

●も
 

一般診
妊婦診

前月対比人　　　　数区　　　分
－796名延べ 21,158名

外 来患  
者  
数

－41名１ 日 平 均 1,114名
－289名延べ 11,360名

入 院
＋30名１ 日 平 均 406名
－4名11名男 の 子赤

ち
ゃ
ん
誕
生

＋2名12名女 の 子
－2名23名計
＋13名34名１ 泊 ２日 コ ー ス人

間
ド
ッ
ク
受
診

＋50名573名日帰りコース
＋1名4名脳 ド ッ ク
＋64名611名計

�月


